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住民が安心して住み続けられるための地域医療を！

地域医療を守る共同行動
みやぎ連絡会

News
2023.3.3.FRI No.126

STOP！精神医療センター富谷移転〟2･23 みやぎユーザーズアクション
Nothing about us without us!

～メッセージボードに寄せられた声～

● 地域に根ざした医療を！行政の都合でつぶすな！
● 精神医療センターの利用者、患者が地域とつながっていることを忘れないで！
● 納得いくよう 4病院統合を考えて
● うやむやにされて終わりです。何を考えているか全くわかりません。怒りです！
● 実態把握しているのですか。何を考えているのですか。
● 何故説明をきちんとしてくれないのですか。意味わかりません。何度も県庁に TEL しても。
● まずはユーザーの声を優先して考えてください。
● 何もできなかったのですから 1年延期せず、ただちに白紙撤回してください。
● 県は、精神医療センター名取に建てることに専念を
● 障害者の地域生活を一緒に考えましょう。

● 当事者さんたちがとても困っています。声を聴いてください！！
● 障害者をもっと県庁職員に！！
● もっともっと私達の心に寄り添ってください。
● 県民一人一人の意見を聞いてください。
● 移転ありきでではなく、もっと意見を聞く機会を設けてください。
● 本人たちの声を聴くようにして下さい。 …などなど

発行／地域医療を守る共同行動みやぎ連絡会事務局

〒983-0047 仙台市宮城野区銀杏町39-18（民医労内）

℡ 022-782-0633／FAX 022-782-0634
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⁺共同行動みやぎ連絡会 NewsPlus

（注／報道記事転載の為、組織内資料扱）

「富谷市に移ったら通えない」
精神障害抱える患者らが4病院移転反対シンポジウム開催

https://newsdig.tbs.co.jp/articles/tbc/345298?display=1
2023年2月24日tbc東北放送

宮城県が構想する仙台医療圏の4病院再編
について、県立精神医療センターの移転反対
を訴えるシンポジウムが23日仙台で開かれ、
医師らが県の対応を厳しく批判しました。
シンポジウムには、精神科の医師や患者ら

5人が登壇し意見を交わしました。
県の構想通りに進めば名取市にある県立精

神医療センターは、富谷市に移転することに
なっていて、登壇者は「患者の意見が反映さ
れていない」などと反対を訴えました。

名取メンタルヘルス協会 小泉潤理事長：「富谷市に移ったら、今通っている3000人のうち2000
人強は太白区より南に住んでいるので、富谷に行けなるなるのでどうするのか」

県の構想は、仙台赤十字病院と県立がんセンターを統合して名取市に、東北労災病院と県立精神医
療センターを併設して富谷市に移転するもので、2月20日に県は、仙台赤十字病院、東北労災病院の
経営母体と協議を継続する確認書を取り交わしています。
登壇者からは「確認書というより何も決まっていないという確認だ」などと批判の声が上がってい

ました。

宮城県の病院再編構想
精神医療センターの移転反対で構想の撤回を求める

https://youtu.be/P-eDiMs-IAE
2023年2月24日khb東日本放送

宮城県の病院再編構想をめぐり23日、名取
市にある県立精神医療センターの富谷市移転
に反対する集会が開かれ、精神障害を抱える
患者らが県に構想の撤回を求めました。
県が主導する仙台医療圏の4病院再編構想で

は、県立精神医療センターを名取市から富谷
市に移転することになっていて、23日の集会
には反対する患者や医師ら約100人が参加しま
した。

構想では、名取市に県立がんセンターと仙台赤十字病院を統合した新たな病院を作り精神科外来の
設置を検討していますが、集会では反対の声が相次ぎました。

精神科小泉潤医師「仙台赤十字病院も県立がんセンターも精神科医療の経験が（あまり）無いわけ
ですから、新しい病院に精神科外来をつくれって言ったって無理な話ですよね」

このほかにも富谷市には通えないなどという意見が相次ぎ、集会では移転反対の宣言を出し構想撤
回を求めました。
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2023年2月24日 河北新報
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病院再編で名取新病院に精神科外来 ”患者や家族の不安軽減”
https://www3.nhk.or.jp/tohoku-news/20230224/6000022616.html

2023年2月24日NHK仙台放送

24日の県議会で、村井知事は、4病院の
再編をめぐって、名取市を最有力地とする
新病院に精神科外来機能の設置に向けた協
議を進めることを盛り込んだことについ
て、「県立精神医療センターが名取から富
谷に移転することに伴う患者や家族の不安
を軽減させたかった」との考えを明らかに
しました。

宮城県は、医療機関を適正に配置すると
して、名取市の「県立がんセンター」と仙

台市の「仙台赤十字病院」を統合して名取市に設置するとともに、名取市の「県立精神医療センター」
と仙台市の「東北労災病院」をそれぞれの経営主体を残したまま富谷市に設置する計画です。
24日に開かれた2月定例会の代表質問で、県が今月20日、4病院のうち「仙台赤十字病院」と「東

北労災病院」のそれぞれの運営母体と交わした「確認書」で、名取市を最有力地とする新病院に精神
科外来機能を設けることを協議内容に盛り込んだ理由について質問が相次ぎました。
この再編をめぐっては、「県立精神医療センター」が名取市から富谷市に移転することで、センタ

ーを利用している人が通えなくなることが懸念されていましたが、村井知事は議員からの質問に対し
て、「患者や家族の不安の軽減につながるよう協議を進めることにした。できるだけ早期に、最適な
病院の規模や詳細な診療科などを示すことができるよう検討したい」と述べました。

村井知事
「新病院への精神科外来設置協議進めるのは患者や家族のため」

4病院再編構想で答弁
https://newsdig.tbs.co.jp/articles/tbc/345807?display=1

2023年2月24日tbc東北放送

宮城県議会2月定例会では、仙台医療圏の4病院再編構想を巡る論戦が本格化しました。仙台赤十
字病院と県立がんセンターを統合した名取市の新病院に精神科外来機能を設置する協議を進める理由
について、村井知事は「患者や家族の不安軽減」を挙げました。

村井知事：
「県立精神医療センターに通院している患者や家族の不安の軽減につながるよう、名取市の新病院へ
の精神科外来機能の設置についての協議を進めることにした」
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これは、24日の県議会本会議で自民党・県民会議の中山耕一幹事長の代表質問に対し、答弁した
ものです。

村井知事は2月20日、仙台赤十字病院と東北労災病院、それぞれの設置者と具体的な新病院整備の
方向性の協議を継続することを確認する文書を取り交わしています。この中で仙台赤十字病院と県立
がんセンターを統合した名取市の新病院について精神科外来機能の設置に向け協議を進めることが盛
り込まれています。

名取メンタルヘルス協会 小泉潤理事長：「外来をつくっただけではだめ。デイケアに通う人たちは
どうするのか通えなくなる訪問看護を受けている人たちはどうするのか」

出席者からは、「患者の意見が反映されていない」などと県の対応を厳しく批判する声が相次ぎま
した。

4病院再編「大きな前進」 宮城県議会で村井知事が強調

2023年2月24日仙台放送

宮城県議会2月定例会は2月24日、代表質問が行われ、村井知事は「確認書」を取り交わした4病院
の再編構想について、「大きな前進になった」と意義を強調しました。

宮城県 村井 知事
「今後の協議の方向性を県民に広く広く示すことができたことや、これをもって関係者の意見を伺え
るようになったという点で大きな前進になったと思っている」

4病院の再編とは、太白区の仙台赤十字病院と名取市の県立がんセンターを統合して名取市に。青
葉区の東北労災病院と名取市の県立精神医療センターを併設し、富谷市に移転する県の構想です。
この構想について、県は今年度中の「基本合意」を目指していましたが協議の結果、2月20日に「来
年度の合意を前向きに目指す」確認書を取り交わしたことを明らかにしていました。
24日の県議会では日本赤十字社との確認書に精神医療センターの市外移転を前提に、名取の新病

院への精神科外来機能の新設も協議すると盛り込まれたことについて問われ、村井知事は「患者や家
族の不安の軽減につながるよう協議を進めることとした」と説明しました。
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4病院再編 村井知事「大きな前進」
広域防災拠点は2032年度整備完了に 宮城県議会代表質問

https://youtu.be/RfN5BDtreg0
2023年2月24日仙台放送

村井知事は2月24日の宮城県議会で「確認書」を取り交わした4病院の再編構想について、「大きな
前進になった」と意義を強調しました。また、整備が遅れていた広域防災拠点について、完了時期が
さらに遅れ2032年度になると明らかにしました。

宮城県 村井 知事
「今後の協議の方向性を県民に広く示すことができたことや、これをもって関係者の意見を伺えるよ
うになったという点で、大きな前進になったと思っている」

4病院の再編とは、仙台市太白区の仙台赤十字病院と名取市の県立がんセンターを統合して名取市
に。青葉区の東北労災病院と名取市の県立精神医療センターを併設し、富谷市に移転する県の構想で
す。
県は今年度中の「基本合意」を目指していましたが、協議の結果、2月20日に「来年度の合意を前

向きに目指す」確認書を取り交わしたことを明らかにしていました。2月24日の代表質問でも県の構
想について質問が集中しました。

遊佐美由紀 県議
「何回も確認しますね。合意できなかったらどうするのか、端的にお答えください」

宮城県 村井 知事
「合意できなければ、そのときはもう一度、まさにゼロベースから考え直す。私としては何としても
いきたいと。これは知事選挙の公約ですので、県民に対する約束事ですから。これができないとなる
と当然、政治的な責任ということになる」
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宮城県の病院再編構想「地域包括ケアに県も関わる」村井知事
https://www.khb-tv.co.jp/news/14847387

2023年2月24日khb東日本放送

宮城県が進める仙台医療圏の4つの病院の再編構想についてです。村井知事は24日の県議会で、新
たな病院と地域の医療機関との連携について「市町村任せにはしない」と述べ、市町村が担当する地
域包括ケアの構築に県も関わる考えを示しました。

県が進める仙台医療圏の4つの病院の再編構想は、名取市の県立精神医療センターと仙台市青葉区
の東北労災病院を合築し富谷市へ移転、名取市の県立がんセンターと仙台市太白区の仙台赤十字病院
を統合して名取市に移転する計画です。

村井知事は20日、2つの病院を運営する日本赤十字社、そして労働者健康安全機構とそれぞれ有力
候補地などを記載した確認書を交わしていて、これについて24日の県議会で「大きな前進」と説明
しました。

村井知事「今後の協議の方向性を県民の皆様に広くお示しすることができたとともに、これをもっ
て関係者からのご意見などをうかがえるようになったという点で、大きな前進になったと考えており
ます」

更に、新たな病院と地元のクリニックなど医療機関や介護施設が連携する地域包括ケアの構築につ
いて、どのように県が関わるか質問され次のように答えました。

村井知事「基本的に地域包括ケアシステムをどのように構築していくのかというのは、市町村が一
義的にやることになっております。今回の病院の移転に関しましては、実現をするということになる
と、当然県がかなり大きく関わっておりますので、市町村任せにすることはできない」

4つの病院の再編をめぐっては、移転により地域の医療機関と総合病院とのつながりが切れてしま
い、地域包括ケアの機能が失われかねないという不安や懸念の声が、住民らから上がっています。
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2023年2月25日
河北新報
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2023年2月25日 河北新報
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村井知事「富谷市の新病院へ泉中央駅からシャトルバス運行検討」
仙台医療圏の4病院再編構想で

https://newsdig.tbs.co.jp/articles/tbc/352126?display=1
2023年2月28日 tbc東北放送

仙台医療圏4病院の再編・移転構想についてです。村井知事は18日、県立精神医療センターの名取
市から富谷市への移転で、仙台市地下鉄泉中央駅からシャトルバスの運行を検討していると明らかに
しました。
村井知事は、18日の県議会一般質問で、4病院再編・移転構想をめぐり、名取市の精神医療センタ

ーの患者や家族から通院に対する不安の声があることについての対応に言及しました。

村井知事：
「富谷市では新病院開設を前提に患者、家族、職員のため、泉中央駅からのシャトルバスの運行を検
討している」

また、名取市の新病院について、精神科外来機能を整備する方向で検討を進めることについて、「患
者や家族ができる限り住み慣れた地域で生活できるようにするため」とし構想への理解を求めました。

一方、県精神科病院協会は、名取市につくる新病院に精神科外来機能を持たせるとしたことをめぐ
り、通院の患者に入院が必要になった場合の移動手段をどうするのかなど疑問点を27日付けで村井
知事などに送り、「このままでは宮城県の精神科医療は、長期にわたり低迷する」と断じています。
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村井知事「県から出向き話を」 仙台医療圏４病院再編構想
https://youtu.be/Vd6zPLkHAKw

2023年2月28日 仙台放送
宮城県議会では、県が主導する仙台医療圏の4病院再編構想をめぐる論戦が続いています。この中

で、村井知事は“説明不足”を指摘されたことについて、今後は県から出向き患者などから話を聞く意
向を示しました。

開会中の県議会2月定例会で議論の中心とな
っている4病院の再編構想。これは太白区の仙
台赤十字病院と名取市の県立がんセンターを統
合して名取市に。青葉区の東北労災病院と名取
市の県立精神医療センターを併設し、富谷市に
移転する県の構想です。
2月28日から始まった一般質問では、県の“説

明不足”を指摘する意見が挙がりました。

自由民主党・県民会議 佐々木賢司 議員
「取り組みについてもっと説明の機会を増やすというか、密にしていきながら理解をいただくことが
何より大事」

宮城県 村井 知事
「できるだけ我々の方から出て行って、話を聞いていくということをしていこうと、議会が終わり年
度が変わりましたら、なるべく早い段階からいろんなところに行って声を聞くような形をしていきた
い」

一方、県立精神医療センターが富谷市に移転した場合の患者などの通院対策について、村井知事は、
「富谷市に働きかけ、泉中央駅からのシャトルバスを検討している」と述べました。

宮城県の病院再編構想
「精神医療センターの患者や家族に意見を聞く機会を」村井知事

https://youtu.be/_y9urxprdLc
2023年2月28日 khb東日本放送

宮城県が進める仙台医療圏の4つの病院を再
編する構想についてです。村井知事は、移転に
反対する声が根強い県立精神医療センターの患
者や家族から意見を聞く機会を新年度に設ける
考えを示しました。

県が進める仙台医療圏の再編構想では、名取
市の県立精神医療センターと仙台市青葉区の東
北労災病院の経営主体を残したまま富谷市に移
転し新たな病院をつくる計画です。

これに対し、県立精神医療センターの患者や家族から通院中や退院後の回復期を病院の近くで生活
する現在の医療体制が崩壊すると移転に反対する声が高まっています。

28日の県議会本会議で反対の声への対応を問われた村井知事は、20日に再編の合意を目指す確認
書を取り交わしたことを受け、新年度に患者や家族らの意見を聞く機会を設ける考えを示しました。

村井知事「これからは、これを一つのたたき台にしていろいろご意見を伺うことができるようにな
りました。年度が変わりましたら、なるべく早い段階からいろんな所に行ってお声を聞くような形を
していきたい」
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2023年3月1日 河北新報
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2023年3月1日 河北新報
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2023年3月2日 河北新報
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2023年2月25日 河北新報


